平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費

	事業名: ぎふの木で内装木質化支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　　　　
　　　　　　　林政部　県産材流通課　県産材需要拡大担当　電話番号：058-272-1111（内3013）

　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：13,320千円（前年度予算額：13,380千円）
	事業内容


	１　事業の内容


（１）ぎふの木で内装木質化支援事業費補助金

①新築タイプ
「ぎふの木で家づくり支援事業（以下、「構造材補助」）」の補助を受ける住宅にお

いて、内装材に50㎡以上で県産材（ぎふ証明材）を使用した場合に1棟あたり100千円を補助する。

②増改築タイプ【拡充】
岐阜県内で自らまたは家族が居住するために増改築した住宅及び、家族が利用できる店舗・商業施設（賃貸物件も含む）において、一定量の県産材（ぎふ証明材）を内装仕上げ材に使用するなどの条件を満たして増改築工事を行った場合、施主及び事業者等に対し、県産材購入にかかる割増経費として1㎡あたり2千円（上限100千円）を補助する。
（２）ぎふの木で内装木質化推進事業費
　　　支援事業の検査業務、県民へのＰＲ活動を実施するほか、事業に協力した事業者を認定・奨励し、広く一般に公表する。
	２　所要経費


（１）ぎふの木で内装木質化支援事業費補助金　13,000千円
（２）ぎふの木で内装木質化推進事業費　　　　 　320千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　・県産材住宅の建築戸数を増加させ、県産材需要量を拡大する
	２　これまでの取組状況


　平成２２年度は、「構造材補助」への申請者の３割にあたる９８棟が内装木質化事業へ申請し、県産材を多用した住宅を建設した。
また、既存の１５棟の住宅が増改築の際に内装材に県産材を多用した。
	３　これまでの取組に対する評価


ぎふの木で内装木質化支援事業は、「構造材補助」の条件を前提条件としており、当事業により１棟あたりの最大補助金額が上乗せされたことにより、住宅建築において県産材を多用することのメリットが増え、「構造材補助」の申請数の増加につながっている。
新築住宅着工数の減少が予測されている状況で、県産材需要を拡大するためには内装材への支援も継続し、１棟あたりの県産材使用量を増やしていく必要がある。
また、増改築での県産内装材の利用を促進するためには、事業者および消費者への効果的なＰＲを行い、認知度を高めていく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	13,380
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,380

	要求額
	 13,320
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,320

	決定額
	 13,320
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,320


